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ガラテヤ人への手紙 1-6章 

ガラテヤ人への手紙の祈り 
 

ガラテヤ人への手紙の全体が、手紙の中の祈りがその手紙全体の概略になっているの
ではないかという予想です。それを見ました。1章1節から5節の導入のところに祈りが
あります。それと、6章の最後にも祈りがありますけれど、その概略が、4つに分けたと
きのそれぞれの段落に該当しているように見えます。この分析については、別のビデオ
やホワイトボードを見てください。 

ここは(1:6-2:14)、パウロは神様から直接選ばれましたということを話しているとこ
ろです。おもだった人たちに認められましたということを言っています。「パウロです、
ケパです。ケパは…かき乱す者に気をつけなさい」みたいなというところが、ここに入っ
ています。ここは(2:15-4:11)、アブラハムの信仰。信仰によって義と認められる。子ど
もとされるということがありました。ここは(4:12-5:1)、ハガルと自由の女の子どもの
話、選びの話です。ここは(5:2-6:17)、御霊の実です。…というように分かれていますけ
れど、それは、もう一度自分で確認してください。 

出だしのところに「どうか」3節。5節にも「どうか」ということで、2つに分けられ
ているというように見ます。最初のほう(1:1a)が、人間によらないで、パウロは人間に
よった人じゃないです。(1:1b)キリストを死者の中からよみがえらせた方によるという
ことが、これです。それが、最初の段落(1:6-2:14)人間によらず、(2:15-4:11)キリストを
死者の中からよみがえらせてくださった父なる神によったという、このキリストを死者
の中からよみがえらせてくださったというのが、2章からのところだと考えています。
それで、(1章)4節の、(1:4a)今の悪の世界から私たちを救い出そうとして、罪のためにご
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自分をお捨てになった、(1:4b)神の御心によるということで、4節も2つに分けて、人間
によらず(1:6-2:14)、死者の中からよみがえらせた(2:15-4:11)、悪から救い出して罪の
ためにご自身を与えた(5:2-6:17)、父のみこころによる(4:12-5:1)というように4つに分
けました。それで、人間によらず、「人間の意志は努力によらず」というのはローマ９
章16節にあります。その福音の恵みによって使徒になりましたということと、死者の中
からよみがえらせた父なる神という話は、ここの中(2:15-4:11)では信仰の種の話なので
すけれども、信仰によって生きるものになったという、信仰によって子とされたという
ことは、死者の中からよみがえらせた父は、ということを信じた信仰によって生きる者
になったということです。ここのつながりです。こっち(5:2-6:17)は、悪の世界から私た
ちを救い出そうとして、罪のためにご自身を与えたということを、なしてくださった神
様の子どもたちは、御霊の実を結ぶ。悪にだまされないで、罪のために自分を与えたと
いうのは、互いに愛する、互いに愛し合う。肉に従ってではなくて、御霊によって互い
に愛し合うということが、この4節の悪の世界から救い出しそうとして、罪のためにご
自分を与えたということに対する私たちの応答ということですので、この段落に対応し
ているものではないかと考えました。自由の女の子どもであるという福音の恵みによっ
て、自由の女の子どもとされているという話も、ローマの9章13節で、「ヤコブを愛し
エサウを憎む」というのは、神の御心によるということが書かれているとおりに、ここ
の箇所は、そのことをあらわしているのだろうというふうに見ましたので、最初の祈り
の4つ(1:1a,1b,1:4a,4b)の書かれている賛美の理由は、ここに書かれているいうことです。
この段落ごとだということです。 

3節にある恵みと平安があなたがたの上に、父なる神と主イエスキリストから恵みと
平安があなたがたに与えられますということと、この神に栄光がとこしえにありますよ
うにという、神様から与えられることと、私たちから栄光がとこしえにということが、
ここの前半が、神様から恵みと平安が与えられている。後半は、その与えられた子ども
たちが神の栄光をあらわすということで、3節と5節というように考えています。 

最後に(6章)、「どうかわたしたちの主イエスキリストの恵みがあなたがたの霊と共に
ありますように」ということですけれど、上のほう、ababの上のほう(aa)は、主の恵み、
福音の恵みがキリストから与えられて、わたしたちの霊が御霊によって満たされている
というのが、後半(下のほうbb)というふうに考えて、6章のこちらの前半(上)とこう(下)。
1章は右と左というように分かれているのではないかということで、手紙の全体の概略
になっているのではないかということです。
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